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年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

市
長

鑛
懸
霧
、

　
市
民
の
皆
様
、
あ
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
と
ほ

　
さ
わ
や
か
な
新
春
を
寿
ぎ
、
新
し

い
年
が
市
民
の
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、

素
晴
ら
し
い
年
で
あ
り
ま
す
こ
と
を

心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
市
民
の
皆
様
よ
り
、
市

政
に
対
し
ま
し
て
特
段
の
ご
理
解
、

ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
を
深
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
末
の
市
長
選
挙
に
お

丸
　
山
　
尚
　
政

き
ま
し
て
は
、
大
勢
の
市
民
の
皆
様

の
温
か
い
ご
支
援
を
賜
り
、
再
び
市

長
に
当
選
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
諸
施
策
は
順
調
に

　
　
　
進
展
し
て
い
ま
す

　
一
期
四
年
間
を
振
り
返
っ
て
み
ま

し
て
、
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
、

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
三
好
園
」

の
建
設
、
吉
田
小
、
八
箇
小
、
鐙
島

小
、
水
沢
中
学
校
の
建
設
、
越
後
縮

収
蔵
庫
お
よ
び
考
古
館
の
建
設
、
J

R
水
問
題
の
前
進
、
新
十
日
町
大
橋

の
建
設
着
手
、
　
「
マ
イ
・
ラ
イ
フ
・

リ
ゾ
ー
ト
新
潟
」
の
国
の
承
認
、
ス

ー
。
バ
i
特
急
の
浮
上
、
北
越
北
線
城

之
古
鉄
橋
の
完
成
、
さ
ら
に
は
核
兵

器
廃
絶
平
和
都
市
宣
言
、
庭
野
日
敬

先
生
名
誉
市
民
な
ど
市
政
に
お
い
て

種
々
の
問
題
が
あ
っ
た
と
は
い
え
、

順
調
に
進
展
を
続
け
て
ま
い
り
ま
し

た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
市
民
の
皆
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
ま
も
の

の
ご
支
援
、
ご
協
力
の
賜
と
心
か
ら

感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　
新
時
代
の
幕
明
け
を

　
　
　
感
じ
る
年
で
し
た

　
さ
て
、
昨
年
正
月
七
日
、
昭
和
天

　
　
ほ
う
ぎ
ょ

皇
が
崩
御
さ
れ
ま
し
た
。
六
十
三
年

間
続
い
た
昭
和
の
時
代
に
終
止
符
を

打
ち
、
新
し
い
平
成
の
時
代
の
幕
明

け
を
迎
え
ま
し
た
。

　
平
成
の
幕
開
け
と
同
時
に
、
国
内

政
治
に
お
い
て
は
リ
ク
ル
ー
ト
疑
惑
、

消
費
税
問
題
と
国
会
も
国
民
も
大
揺

れ
に
揺
れ
、
そ
う
し
た
中
で
の
参
議

院
議
員
通
常
選
挙
で
は
、
四
十
年
間

保
守
政
治
を
堅
持
し
て
き
た
自
由
民

主
党
が
大
敗
し
、
つ
い
に
参
議
院
で

は
保
革
逆
転
の
現
象
が
起
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
外
国
に
目
を
向
け
ま
す
と
、

北
京
天
安
門
広
場
事
件
を
は
じ
め
と

し
て
、
東
ド
イ
ッ
、
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ

キ
ア
に
見
た
市
民
に
よ
る
民
主
化
運

動
の
高
ま
り
な
ど
は
、
ま
さ
に
新
し

い
時
代
の
幕
明
け
を
感
じ
る
、
大
き

な
う
ね
り
の
年
で
あ
り
ま
し
た
。

　
産
業
文
化
都
市
の

　
実
現
に
努
力
し
ま
す

　
い
よ
い
よ
二
十
世
紀
も
残
り
十
年

と
な
り
ま
し
た
。
最
後
の
九
十
年
代

を
迎
え
、
昨
年
わ
た
し
は
二
十
一
世

紀
を
目
ざ
し
た
「
住
み
よ
い
十
日
町

市
」
を
築
く
た
め
、
　
「
十
日
町
市
長

期
発
展
計
画
」
を
策
定
し
、
市
民
の

意
思
を
反
映
す
る
た
め
に
つ
く
ら
れ

た
十
日
町
市
総
合
計
画
審
議
会
に
審

議
を
お
願
い
し
、
六
回
に
も
及
ん
だ

審
議
会
の
答
申
を
昨
年
十
二
月
六
日

受
け
ま
し
た
。

　
わ
た
し
は
、
こ
の
答
申
を
十
分
尊

重
し
、
平
成
十
二
年
を
目
標
年
次
と

す
る
長
期
的
な
展
望
に
立
っ
て
、
「
将

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

来
像
・
交
流
を
通
し
若
者
が
活
き
づ

く
産
業
文
化
都
市
」
の
実
現
を
大
き

な
目
標
と
し
て
、
長
期
発
展
計
画
を

現
実
の
も
の
と
す
る
た
め
、
平
成
二

年
度
よ
り
毎
年
予
算
を
通
じ
、
計
画

の
推
進
に
努
め
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま

す
。　

し
か
し
、
財
政
事
情
は
依
然
厳
し

い
も
の
が
あ
り
、
多
く
の
困
難
が
予

想
さ
れ
ま
す
が
、
こ
の
難
関
も
市
民

の
皆
様
の
英
知
と
ご
理
解
、
ご
協
力

の
上
に
立
っ
て
、
こ
の
計
画
を
軌
道

に
乗
せ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

　
ど
う
ぞ
、
本
年
も
市
民
の
皆
様
か

ら
、
よ
り
い
っ
そ
う
の
ご
支
援
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
年

頭
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

2

　
本
格
的
な
高
齢
化
社
会
を
目
前
に
、
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

が
、
今
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
国
は
、
平
成
元
年
度
予
算
に
家
庭
奉
仕
員
を
二
七
、
一
〇
五
人
か
ら

＝
二
、
四
〇
五
人
と
四
、
三
〇
〇
人
増
員
し
、
補
助
率
も
三
分
の
一
か

ら
二
分
の
一
に
引
き
上
げ
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
家
庭
奉
仕
員
を
二
〇
人
増
や
し
二
七

人
と
し
ま
し
た
。
二
撚
，
か
ら
五
拠
、
で
は
、
家
庭
奉
仕
員
制
度
の
内
容

と
新
し
く
家
庭
奉
仕
員
に
な
ら
れ
た
皆
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

纏
灘
纏
麟
灘
撚
縣
議
家
庭
棄
仕
員
を
増
員

　
わ
が
国
は
、
世
界
で
も
例
を
見
な

い
速
さ
で
人
口
の
高
齢
化
が
進
ん
で

い
ま
す
。
六
十
五
歳
以
上
の
人
口
は
、

約
千
四
百
二
十
九
万
人
（
元
年
九
月

十
五
日
現
在
、
総
務
庁
）
で
、
総
人
口

に
占
め
る
割
合
は
一
一
・
六
％
で
す
。

　
七
十
五
歳
以
上
の
人
口
（
後
期
老

齢
人
口
）
は
、
五
百
七
十
三
万
人
で

四
・
七
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
　
は
つ
せ
い

　
今
後
、
寝
た
き
り
老
人
や
痴
呆
性



老
人
が
大
幅
に
増
え
、
平
成
十
二
年

（
西
歴
二
、
O
O
O
年
）
に
は
、
百

万
人
に
な
る
見
込
み
で
す
。
ま
た
、

核
家
族
化
や
女
性
の
社
会
進
出
、
扶

養
意
識
の
変
化
に
よ
り
、
家
庭
で
の

介
護
能
力
が
低
下
す
る
社
会
現
象
が

起
き
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
昨
年
か
ら
国
は
福
祉

ビ
ジ
ョ
ン
を
示
し
、
本
格
的
な
高
齢

化
社
会
に
向
け
た
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
に
力
を
入
れ
る
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。
そ
の
具
体
的
な
一
つ
と

し
て
、
平
成
元
年
度
か
ら
三
年
間
、
　
　
っ
て
、
家
庭
奉
仕
員
の
大
幅
な
増
員

在
宅
福
祉
緊
急
整
備
特
別
事
業
を
行
　
　
に
踏
み
切
り
ま
し
た
。

　
市
の
家
庭
奉
仕
員
は
、
昭
和
四
十
　
　
　
し
か
し
、
当
市
は
国
や
県
よ
り
も

一
年
に
二
人
で
ス
タ
ー
ト
し
、
六
十
　
　
高
齢
者
人
口
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

一
年
に
五
人
、
五
十
八
年
四
月
に
家
　
　
　
六
十
五
歳
以
上
の
人
口
は
七
千
三

庭
奉
仕
員
派
遣
に
伴
う
費
用
徴
収
条
　
　
百
三
十
六
人
で
一
五
∴
ハ
％
（
国
は

例
を
定
め
、
整
備
し
て
き
ま
し
た
。
　
　
一
一
・
六
％
、
県
は
一
四
・
五
％
）

　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
そ
し
て
　
六
十
二
年
四
月
か
ら
七

人
に
な
り
、
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に

努
め
て
き
ま
し
た
。

宮沢家庭奉仕員さんが．吉田ト・シイさん（新座3）を訪問したときの会話

のひとこまです。

おばあちゃん、ぐあいはいかがですか。ひと休みしてお風呂に入りましょ

うね。（宮沢さん）　宮沢さんの教えを守って、天気のいいEヨには外に出る

ようにしています。体の調子もいいですよ。お世話をしてもらい．とって

もありがたいです。（吉田さん）

で
す
。

　
七
十
五
歳
以
上
の
人
口
は
三
千
十

六
人
で
六
・
四
％
（
県
は
五
・
八
％
）

に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
、
寝

た
き
り
老
人
は
百
三
十
三
人
、
ひ
と

り
暮
ら
し
老
人
は
二
百
三
人
で
す
。

，
今
後
、
ま
す
ま
す
増
え
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
。

　
七
人
の
家
庭
奉
仕
員
が
、
こ
の
う

驚ち
四
十
九
世
帯
（
四
十
九
人
）
に
対

し
、
月
二
回
の
入
浴
、
週
二
回
の
買

い
物
・
掃
除
・
身
の
上
相
談
な
ど
の

介
護
を
し
て
き
ま
し
た
。

　
今
後
、
増
え
る
要
望
や
待
ち
望
ん

で
い
る
二
十
三
世
帯
ほ
ど
に
対
応
で

き
な
い
現
状
で
し
た
。

　
こ
の
た
め
、
国
・
県
の
指
導
の
も

と
、
こ
の
事
業
を
い
ち
早
く
取
り
入

れ
、
二
十
人
の
家
庭
奉
仕
員
を
決
定

し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
昨
年
九
月
、

平
成
元
年
度
予
算
に
奉
仕
員
報
酬
二

百
六
十
万
円
を
追
加
し
、
十
二
月
一

日
に
採
用
し
ま
し
た
。

鵬
耀
懇
腿
榔
槻
鱗
羅
購
累
継
員
の
役
割

　
家
庭
奉
仕
員
の
仕
事
は
、
身
体
や

精
神
に
障
害
が
あ
り
、
日
常
生
活
を

営
む
の
に
支
障
が
あ
る
お
年
寄
り
の

援
助
や
介
護
で
す
。

　
七
人
の
常
勤
の
奉
仕
員
は
、
週
五

日
間
午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時
三
十

分
ま
で
勤
務
し
て
い
ま
す
が
、
二
十

人
の
奉
仕
員
は
非
常
勤
で
、
十
日
町
・

中
条
・
川
治
・
六
箇
・
吉
田
・
下
条
・
水

沢
の
七
地
区
を
そ
れ
ぞ
れ
担
当
し
ま

す
。
そ
し
て
、
自
宅
か
ら
対
象
者
宅

へ
訪
問
し
、
お
世
話
を
し
ま
す
。

　
仕
事
の
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

特
集
家
庭
奉
仕
員

身
体
の
介
護
に
関
す
る
こ
と

①
食
事
の
介
護
②
排
泄
の
介
護
③
入

浴
の
介
護
④
身
体
を
ふ
い
た
り
、
洗

髪
な
ど
⑤
通
院
等
の
介
護

家
事
に
関
す
る
こ
と

①
衣
類
の
洗
濯
・
補
修
②
住
居
等
の

掃
除
・
整
理
整
頓
③
生
活
必
需
品
の

買
い
物
④
関
係
機
関
等
と
の
連
絡
、

通
院
介
助
⑤
そ
の
他
必
要
な
家
事

相
談
、
助
言
に
関
す
る
こ
と

①
生
活
・
身
上
・
介
護
に
関
す
る
相

談
、
助
言
②
そ
の
他
必
要
な
相
談
、

助
言
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闘
團
鰯
闘
騨
麟
幽
逡
の
霧
続
き
ぼ

　
①
寝
た
き
り
な
ど
の
老
人
が
い
て
、

入
浴
介
助
・
食
事
の
世
話
な
ど
で
人

手
が
ほ
し
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
よ

　
②
ひ
と
り
暮
ら
し
で
虚
弱
な
た
め
、

食
事
の
支
度
や
掃
除
・
洗
濯
・
買
い

物
の
お
手
伝
い
を
し
て
ほ
し
い
。

な
ど
で
家
庭
奉
仕
員
の
派
遣
を
受
け

よ
う
と
す
る
人
は
、
近
く
の
民
生
委

員
や
家
庭
奉
仕
員
、
社
会
福
祉
事
務

所
（
智
5
7
－
3
1
1
1
内
線
1
3

6
）
に
気
軽
に
連
絡
く
だ
さ
い
。

「
家
庭
奉
仕
員
派
遣
申
出
書
」
と
「
所

民
生
委
員

家
庭
奉
仕
員

得
税
課
税
証
明
書
」
を
提
出
す
れ
ば
、

派
遣
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
家
庭
奉
仕
員
の
派
遣
を
受
け
た
場

合
は
、
派
遣
の
費
用
を
「
下
表
」
の

と
お
り
負
担
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

た
だ
し
、
事
情
に
よ
り
減
免
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。

絡連①

寝
巽
き
繊
講
繊
麗
蝋
鰯
賜
縦
灘
圃

①

連　　絡
② 対

・申請書送付
③ 象

・申請書提出
（課税証明書添付）

④ 者

・決定通知送付
①

絡連

社
会
福
祉
事
務
所

　
昭
和
六
十
三
年
四
月
、
待
望
の
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
三
好
園
」
が

開
園
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
デ
イ
・

サ
ー
ビ
ス
（
一
日
養
護
）
や
シ
ョ
ー

ト
ス
テ
ィ
ー
事
業
（
短
期
保
護
）
を

取
り
入
れ
て
、
在
宅
福
祉
の
要
望
に

こ
た
え
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
精
神
的
・
肉
体
的
に

も
不
安
な
気
持
ち
で
毎
日
を
過
し
て

い
る
寝
た
き
り
老
人
に
、
少
し
で
も

明
る
く
気
楽
な
老
後
を
送
っ
て
い
た

だ
こ
う
と
、
福
祉
事
務
所
で
は
、
日

常
生
活
用
具
の
給
付
や
見
舞
金
な
ど

の
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、

ひ
と
り
暮
ら
し
老
人
の
た
め
に
、
緊
急

通
報
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
導
入
を
考
え

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
お
年
寄
り

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

を
み
な
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
実
現
し

ま
し
ょ
・
つ
。

家庭奉仕員派遣に伴う費用

利
用
者
世
帯
の
階
層
区
分

利
用
者
負
担
額

（
一
時
間
当
た
り
）

A

生
活
保
護
法
に
よ
る
被
保
護
世
帯

（
単
給
世
帯
を
含
む
）

無
　
　
料

B

生
計
中
心
者
が
前
年
所
得
税
非
課
税

世
帯

無
　
　
料

C

生
計
中
心
者
の
前
年
所
得
税
課
税
年

額
が
九
、
六
〇
〇
円
以
下
の
世
帯

二
〇
〇
円

D

生
計
中
心
者
の
前
年
所
得
税
課
税
年

額
が
九
、
六
〇
一
円
以
上
三
二
、
四
〇

〇
円
以
下
の
世
帯

三
五
〇
円

E

生
計
中
心
者
の
前
年
所
得
税
課
税
年

額
が
三
二
、
四
〇
一
円
以
上
四
二
、
○

○
○
円
以
下
の
世
帯

五
〇
〇
円

F

生
計
中
心
者
の
前
年
所
得
税
課
税
年

額
が
四
二
、
○
〇
一
円
以
上
の
世
帯

六
五
〇
円

※
災
害
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
る
場
合
、
費
用
の
減
免
や
納

　
付
を
猶
予
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

4

92歳まで長生きした義

ありました。この経験を

ちたいと思っています・　滝沢良子さん

　　　　　　　　　　　　（加賀糸屋町）

　　　　　　　　寝たきり老人の入浴介

　　　　　　　助に行きました。「待っ

水落泰子さん受けながら頑張っていき

（加賀糸屋町）　ます。

　核家族のわが家では、

高齢化社会の実情を直接　　、

　　＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　澤灘灘一鰻鍍

少しでも社会の役に立て

ればと思っています。　岡田君代さん

　　　　　　　　　　　　（上川町）

　　　　　　　　父が寝たきりになり、

　　　　　　　1年間看病を続けた母の

　　　　　　　とき得たものを生かし、

　　　　　　　老人に少しでも喜んでも

高橋美雪さんらえたらと思います・

　（西本町2）

　子どもにも手がかから

なくなり、わたし自身も

です。ただいま勉強中で　金沢はついさん

すが、頑張『）ます。　　　　（江　　道）

　　．．＿　　 はじめての訪問で、話

　　　　　　　をよく聞いてやり、方言

豊島ミツさんようになりたいと思いま

　（新座1）　す。



特
集
家
庭
奉
鷲
員

　人さまのお手伝いをさ

せていただくには、素直

な心で相手の身になるこ

と、プライバシーを守る

ことが大事だと思います。

広い豊かな心を持って頑

小杉ナカさん張ります。

　（桑　　原）

　自分の使命をうまく果

たせるか、不安でいっぱ

いです。次の訪問まで首

を長くして待っていてく

れるくらい慕われる、そ

んな人間関係に一日も早

くなれるよう努力します。

村山スミイさん

　（岩、野）

田村スミエさん

　（岩　　野）

　高齢化社会では、’お年

寄りが、心豊かに、安ら

かな日々が送られるよう

市民のボランティアが必

要だと思います。誠心誠

意お手伝いさせていただ

くつもりです。

　ここ数年、老いた母と

悪戦苦闘の毎日でした。

その母も送り、この仕事

にっきました。どこかで

わたしを必要とし、ほん

の少しでも喜んでくれる

人がいるなら頑張ります。 福島キヨノさん

　（水沢3）

　前任奉仕員の方の接し

方を見て、ただただ感心

しました。思いやりのあ

る、よき信頼関係を深め

築いてこそ、仕事がスム

ーズにできるのではない

古沢トヨさんでしょうか。頑張ります。

　（土市3）

　訪問に行って「悪いね」

と言われると、わたしこ

そ「うまくできなくて悪

いな」と思います。　「待

っていたんだよ」と、言わ

れるようになれたら最高

だと思います。

村山のりさん
　（新宮2）

大
熊
ミ
チ
子
さ
ん

　
（
上
　
　
原
）

　家庭奉仕員は、お年寄

りとの心の触れ合いが大

切だと思います。温かい、

思いやりの心を持って、

在宅で安心して生活が送

れるよう、手助けできれ

ば幸いと思います。

　家庭奉仕員の仕事は、

老人に接することの少な

かったわたしには、子ば

なれをする良い機会だと

思います。一人でも多く

の人が、より良い老後を

送れるように努力します。

レ

樋熊ゆきのさん

（新座4－2）

灘　　　鐸

　　　　樋熊トイ子さん

　　　　　（下　　町）

　訪問を通じ、生きるこ

との尊さ、厳しさを痛感

し、先輩の心温まる言葉

使いや、ほほえみに感動し

ました。先輩のように心

の温かな奉仕員になるこ

とを自分に誓っています。

新家庭奉仕員大集合ノ
お役に立ちます。どうぞ、よろしくお願いします。

　水
　
高落
島

1紀
）　さ

　ん

　訪問看護のお手伝いを

させていただき、お年寄

りの力になりたいと思い

ます。お年寄りの豊富な

経験を通じ、いろいろ勉

強できるのも楽しみです。

精いっぱい頑張ります。

相
崎
良
子
さ
ん

　
（
稲
　
　
葉
）

　訪問看護がうまくでき

るのか、ちょっと心配で

す。よく気を配って、相

手の気持ちを考えて、仕事

ができるような奉仕員に

なりたいと思います。初
‘
、
心 を忘れずに努めます。

　在宅介護のお手伝いは

たいへんなこともあるけ

ど、人間的に教えられる

こともたくさんあります。

自分の体力が続く限り、

一生懸命頑張りたいと思

います。

庭野恵美さん
　（高山4）

　　　鑛嚢“『

村越利子さん
　（春日町3）

　奉仕員は、「してやる」

のではなく、　「相手の身

になってさせてもらう」

という気持ちが、大切だ

と思います。誠心誠意老

人介護の仕事に励みます。

　初仕事の入浴のお手伝

いで、　「ありがとうござ

います」と感謝していた

だきました。お年寄りを

大切に、いたわ｝）の心を

、忘れない家庭奉仕員とし

て頑張ります。 高橋ヒデ子さん

　（高田町5）

5とrおガ詐」旨平成2年1月10日



平成元年

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

　
市
議
会
第
四
回
定
例
会
は
、
昨
年
十
二
月
十
四
日

か
ら
二
十
五
日
ま
で
の
、
十
二
日
間
の
会
期
で
開
か

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
定
例
会
で
は
「
昭
和
六
十
三
年
度
各
会
計
決

算
認
定
」
　
「
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
」
な
ど
議
案

二
十
五
件
、
請
願
三
件
、
意
見
書
二
件
が
審
議
さ
れ

ま
し
た
。

　
一
般
質
問
に
は
十
人
の
議
員
が
立
ち
、
市
長
の
政

治
姿
勢
、
リ
ゾ
ー
ト
開
発
、
保
健
行
政
な
ど
に
つ
い

て
た
だ
し
ま
し
た
。

「
昭
和
六
十
三
年
度
決
算
」
を
認
定

人
　
事
　
関
　
係

　
■
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
委
員
の
選
任
…
…
山
田
熊
治

氏
の
再
任
に
同
意
し
ま
し
た
。

　
■
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

稀

…
…
故
徳
永
成
太
氏
の
後
任
に

生
越
誠
一
氏
の
任
命
に
同
意
し

ま
し
た
。

条
　
例
　
関
　
係

　
　
　
　
　
　
（
原
案
可
決
）

　
■
非
常
勤
特
別
職
等
の
報
酬

及
び
費
用
弁
償
並
び
に
実
費
弁

償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

…
…
「
国
会
議
員
の
選
挙
等
の

執
行
経
費
の
基
準
に
関
す
る
法

律
」
の
改
正
に
伴
い
、
選
挙
長
、

投
票
管
理
者
な
ど
選
挙
従
事
者

の
報
酬
を
約
七
％
引
き
上
げ
ま

す
。　

■
議
会
の
議
員
の
報
酬
及
び

費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
…
…
六
月
に
支
給
さ

れ
る
議
員
の
期
末
手
当
を
「
百

分
の
百
四
十
」
か
ら
「
百
分
の

百
五
十
」
に
引
き
上
げ
ま
す
。

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

　
■
一
般
職
員
の
給
与
支
給
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
…
…

職
員
給
与
を
人
事
院
勧
告
ど
お

り
平
均
三
二
二
％
引
き
上
げ
、

通
勤
手
当
な
ど
の
改
定
を
行
い

ま
す
。予

算
・
決
算
関
係

　
　
　
（
原
案
可
決
・
認
定
）

　
■
平
成
元
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
…
…
①
高
田
町
通
り
ア

ー
ケ
ー
ド
県
工
事
負
担
金
、
ス

ク
ー
ル
バ
ス
運
行
委
託
料
な
ど

四
、
二
二
八
万
二
、
○
○
○
円

を
増
額
し
ま
し
た
。
②
職
員
給

与
費
退
職
手
当
な
ど
九
、
九

二
五
万
一
、
○
○
○
円
を
増
額

し
ま
し
た
。

　
■
平
成
元
年
度
各
特
別
会
計

補
正
予
算
…
…

　
▼
国
民
健
康
保
険
　
①
一

　
一

　
一

　
一
　
一

　
一
　
一
　
一
　
薗
　
甲
　
一
　
需
　
一
　
一
　
一
　
ロ　

　
頃

　
ハ

　
言

　
発、

k
圃

．
璽

　
：
灘

　
一

　
い

　
ほ
　
　
　
コ
コ
コ

鴨
嚢

　
－
司
　
－
鮮

　
一

　
一

　
ト
　
き
む

羅
難
．

纒
懸
魏

ー
　
司
盤

　
一
　
一
　
噂
　
「
　
咽

雲
ー
　
　
匪

一一一一一「響甲罹一一一曹「一

　　庭野　誠助

1．美佐島開発について

2．雪まつりの雪上舞台について

3．文化協会の設立について

4．除雪体制について

5．先進地視察等による情報収集

　　について

　　佐藤　一男

1．十日町市の活性化について

2．水田農業確立後期対策につい

　　て

　　佐藤　利雄

1．ゴルフ場の除草対応について

2．公共事業の合同竣工式につい

　
い

　
つ

　
に

　
況

　
現

　
の

　
　
一

　
パ

　
ル

　
ヘ

　
ム

　
　
一

て
　
ホ
　
て

　
　
の

　
3

　渡辺　春吉

1．市長選挙と今後の市政につい

　て
2．週休二日制等に対する対応に

　ついて

　名地　武文

1．市政一般について

　庭野　重信

1．市政一般について

　大島　昭三

1．政治姿勢について

　野上　和男

1．市長の政治姿勢について

　大島　広栄

1．若者が定着できるまちづくり

　　について

般
被
保
険
者
療
養
給
付
費
、
老

人
保
健
医
療
費
拠
出
金
な
ど
一

億
六
三
〇
万
一
、
○
○
○
円
を

増
額
し
ま
し
た
。
②
職
員
給
与

費
四
三
〇
万
三
、
○
○
○
円
を

増
額
し
ま
し
た
。
　
（
予
備
費
で

支
出
）

　
▼
簡
易
水
道
　
　
通
信
運
搬

費
な
ど
十
二
万
円
を
増
額
し
ま

し
た
。

　
▼
下
水
道
事
業
1
①
管
渠

ふ
せ
つ

敷
設
等
工
事
費
な
ど
四
一
五
万

五
、
○
○
○
円
を
増
額
し
ま
し

た
。
②
職
員
給
与
費
二
五
二
万

七
、
○
○
○
円
を
増
額
し
ま
し

た
。　

▼
老
人
保
健
　
　
医
療
給
付

費
な
ど
八
、
一
二
九
万
六
、
○

○
○
円
を
増
額
し
ま
し
た
。

　
▼
農
業
集
落
排
水
事
業

職
員
給
与
費
な
ど
四
五
一
万
二
、

○
○
○
円
を
増
額
し
ま
し
た
。

　
■
平
成
元
年
度
水
道
事
業
会

計
補
正
予
算
…
…

4．環境改善について

て
　
て
　
て
　
　
　
て

、
　
　
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

レ
　
　
　
レ
　
　
　
レ
　
　
　
　
　
　
　
レ

つ
　
つ
　
つ
　
　
つ

に
に
に
松
に

装
装
雪
清
般

舗
舗
除
　
　
一

道
道
道
島
政

市
農
市
大
市

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

∩
∠
　
　
つ
σ
　
　
4
　
　
　
　
　
1

　
①
収
益
的
支
出
に
お
い
て
、

受
託
工
事
費
な
ど
四
〇
二
万
円

を
増
額
し
ま
し
た
。
②
職
員
給

与
費
を
収
益
的
支
出
に
お
い
て

八
九
万
四
、
○
○
○
円
を
減
額

し
、
資
本
的
支
出
に
お
い
て
一

三
二
万
八
、
○
○
○
円
を
増
額

し
ま
し
た
。

　
■
昭
和
六
十
三
年
度
一
般
会

計
、
特
別
会
計
の
決
算
認
定
…

：
二
般
会
計
、
特
別
会
計
と
も

認
定
さ
れ
ま
し
た
。

6



　
　
そ
　
の
　
他

　
■
字
の
変
更
…
…
伊
達
地
区

の
ほ
場
整
備
に
伴
い
伊
達
と
大

黒
沢
の
入
り
く
ん
だ
場
所
の
字

界
を
変
更
し
ま
す
。
　
（
原
案
可

決
）　

■
新
座
線
消
雪
パ
イ
プ
敷
設

に
関
す
る
請
願
（
継
続
審
査
）

　
■
市
道
西
寺
町
線
全
面
補
修

改
装
に
関
す
る
請
願
（
採
択
）

　
■
消
費
税
の
即
時
廃
止
を
求

め
る
請
願
（
不
採
択
）

　
　
　
　
　
　
（
原
案
可
決
）

　
■
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制

度
の
堅
持
に
関
す
る
意
見
書

　
臼
国
民
健
康
保
険
事
業
に
対

す
る
助
成
措
置
の
継
続
・
拡
充

等
に
関
す
る
意
見
書

平成元年の市議会のうごき

市議会の開催状況委員会の開催状況

（定）定例会

（臨）臨時会

本
会
議
開
催
日
数

議
決
事
件

一
般
質
問
者
数

請
願
の
審
査
状
況

陳
情
の
審
査
状
況

傍
聴
者
数

3月（定） 5日 36件 9人 件 件 21人

4月（臨） 1 4
5月（臨） 1 15

6月（定） 4 13 5 3 54

7月（臨） 1 5
9月（定） 5 18 9 9 24

12月（定） 5 27 10 1 2 28

計 22 118 33 13 2 127

委
　
　
員
　
　
会

日
数

総
務
文
教
常
任
委
員
会

9
　
日

建
設
企
業
常
任
委
員
会

7
　
日

社
会
経
済
常
任
委
員
会

6
　
日

水
資
源
対
策
特
別
委
員
会

2
　
日

克
雪
対
策
特
別
委
員
会

－
　
日

予
算
・
決
算
審
査
特
別
委
員
会

8
　
日

生
越
誠
一
氏
が
教
育
長
に
就
任

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
十
二

月
十
五
日
臨
時
教
育
委
員
会
を

開
き
、
故
徳
永
成
太
氏
の
死
去

に
伴
い
空
席
と
な
っ
て
い
ま
し

た
教
育
長
に
、
生
越
誠
一
氏
（
総

務
部
長
）
を
任
命
す
る
こ
と
を

決
定
し
ま
し
た
。

　
県
教
育
委
員
会
で
は
、
十
二

月
二
十
一
日
付
け
で
承
認
い
た

し
ま
し
た
。

　
同
氏
の
就
任
は
、
平
成
二
年

一
月
一
日
か
ら
で
す
。

市の人事異動
　
平
成
二
年
一
月
一

日
付
け
で
、
次
の
と
お

り
人
事
異
動
を
行
い

ま
し
た
。
（
）
内
は
異

動
前
の
職
名
で
す
。
．

〔
異
動
〕

▼
総
務
部
長
“
涌
井

博
（
教
育
次
長
兼
庶

務
管
理
課
長
）

〔
退
職
1
2
月
3
1
日
付
〕

▼
生
越
誠
一
（
総
務

部
長
）

　
さ
あ
、
新
校
舎
で

　
　
　
　
　
頑
張
る
ぞ

　
昭
和
六
十
三
年
度
か
ら
進
め

ら
れ
て
き
た
校
舎
は
、
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
造
り
三
階
建
て
。

延
べ
面
積
三
千
四
百
四
平
方
㌶

で
、
総
工
費
は
約
五
億
一
千
万

円
で
す
。

　
普
通
教
室
十
教
室
、
保
健
室
、

音
楽
室
、
理
科
室
、
図
書
室
、

準
備
室
五
教
室
な
ど
が
あ
り
、

な
か
で
も
普
通
教
室
に
凹
面
黒

板
が
備
え
ら
れ
て
い
る
の
が
特

色
で
す
。

　
ま
た
、
屋
内
体
育
館
は
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

が
そ
れ
ぞ
れ
二
面
と
バ
ト
ミ
ン

ト
ン
が
四
面
と
れ
る
広
さ
で
す
。

水
沢
中
学
校
か
竣
工

　
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
は

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
｛
至
、

シ
ャ
ワ
ー
｛
至
な
ど
が

設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

柔
・
剣
道
場
の
建
設

は
、
市
内
小
・
中
学
・

校
で
は
初
め
て
つ
く

ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
れ
ぞ
れ
、
屋
体
、

ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
、
柔
・

剣
道
場
を
合
わ
せ
る

と
、
延
べ
面
積
が
千

七
百
六
十
九
平
方
㌶

で
総
工
費
は
約
三
億

一
千
万
円
で
す
。

　覇轍難
　燃　　　期

灘

溝

体力つくりスイミングスクールの近くに完成しました

黒
沢
県
営
住
宅
の居住環境が最高の黒沢県営住宅です

部
が
改
善
さ
れ
ま
し
た

　
市
内
に
は
、
本
町
七

丁
目
に
十
八
戸
の
中
層

耐
火
構
造
の
県
営
住
宅

と
大
黒
沢
東
に
六
十
六

戸
の
簡
易
耐
火
構
造
の

県
営
住
宅
が
あ
り
ま
す
。

　
県
営
住
宅
の
入
居
申

し
込
み
な
ど
の
管
理
は
、

市
に
委
託
さ
れ
て
い
ま

す
。　

そ
の
大
黒
沢
東
に
あ

る
住
宅
の
一
棟
六
戸
が
、

既
設
公
営
住
宅
改
善
事

業
で
、
三
戸
に
生
ま
れ
か
わ
り

ま
し
た
。

　
こ
の
住
宅
は
簡
易
耐
火
構
造

二
階
建
て
で
、
一
階
に
台
所
兼

食
堂
、
二
階
に
和
室
二
室
が
あ

り
ま
し
た
。

　
今
回
の
改
善
事
業
で
、
さ
ら

に
一
階
に
和
室
、
一
室
と
物
置
が

増
え
、
二
階
に
和
室
一
室
が
増

え
た
こ
と
で
、
一
段
と
ゆ
っ
た

り
し
た
住
宅
に
生
ま
れ
か
わ
り

ま
し
た
。
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地
域
創
生
総
合
都
市
開
発
事
業

　
　
　
　
　
調
査
地
区
に
指
定
さ
れ
る

　
建
設
省
が
行
っ
て
い
る
地
域
　
　
　
市
で
は
、
西
部
地
区
（
十
日

創
生
総
合
都
市
開
発
事
業
で
、
　
　
町
駅
西
側
）
の
新
市
街
地
に
北

当
市
が
調
査
地
区
に
指
定
さ
れ
　
　
越
北
線
の
整
備
と
あ
わ
せ
、
リ

ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゾ
ー
ト
関
連
施
設
の
整
備
を
図

　
こ
め
事
業
は
、
工
場
跡
地
や
　
　
る
構
想
で
す
。

新
市
街
地
な
ど
の
大
規
模
開
発
　
　
　
具
体
的
な
事
業
内
容
は
、
平

が
可
能
な
地
域
に
、
学
術
・
福
　

成
二
年
度
か
ら
ニ
カ
年
で
行
わ

祉
な
ど
、
特
色
あ
る
都
市
機
能
　
　
れ
る
調
査
と
計
画
策
定
の
中
で
、

を
持
た
せ
る
た
め
、
施
設
や
多
　
　
ま
と
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

目
的
広
場
を
建
設
す
る
場
合
、
　
　
い
ま
す
。

国
が
補
助
を
行
う
も
の
で
す
。

今年もがんばります

庭野泰明さん
（本町東1）

福崎礼子さん
　（田麦）

写

十実MACT

樋口信二さん
（高田町3東）

鈴木閲さん
（本町6－3）

囚
劉
動
初
9

十高マン研クラフ

O
A
機
器
で

　
　
　
　
　
集
中
管
理

　
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
は
、
わ
た
し

た
ち
の
生
活
の
い
た
る
と
こ
ろ

で
用
い
ら
れ
、
も
は
や
欠
く
こ

と
が
で
き
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
当
市
で
も
、
昭
和
五
十
七
年

以
来
、
事
務
の
見
直
し
、
合
理

化
を
進
め
る
と
と
も
に
、
事
務

処
理
を
早
く
、
正
確
に
行
う
た

め
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
高
度
利

用
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
す
で
に
、
市
税
の
課
税
な
ど

の
大
量
、
定
期
的
な
業
務
に
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
の
有
効
利
用
を
し

て
い
ま
す
が
、
昨
年
四
月
か
ら

は
、
単
独
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

（
オ
フ
コ
ン
）
も
導
入
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
予
算
編
成
か

ら
執
行
管
理
、
決
算
な
ど
を
体

系
的
に
処
理
す
る
財
務
会
計
用

の
機
械
で
す
。
現
在
、
順
調
に

稼
動
し
て
い
ま
す
の
で
、
ζ
れ

か
ら
年
度
末
に
か
け
て
威
力
を

発
揮
す
る
も
の
と
期
待
し
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
多
機
能
の
O
A
機
器

（
パ
ソ
コ
ン
、
ワ
ー
プ
ロ
、
フ

ァ
ク
シ
ミ
リ
な
ど
）
の
導
入
も

進
め
ら
れ
て
、
多
様
な
業
務
に

活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の

　
　
保
護
を
万
全
に

　
国
に
お
い
て
は
、
昭
和
六
十

三
年
十
二
月
に
「
個
人
情
報
の

保
護
」
に
関
す
る
法
律
を
定
め

て
い
ま
す
が
、
当
市
で
は
、
そ

れ
よ
り
も
早
く
五
十
七
年
に
個

人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
条
例

お
よ
び
規
則
を
定
め
て
い
ま
す
。

　
そ
の
定
め
に
基
づ
い
て
「
保

護
管
理
委
員
会
」
に
よ
る
定
期

審
査
や
各
主
管
課
の
課
長
に
よ

る
安
全
管
理
な
ど
、
個
人
情
報

の
保
護
に
万
全
を
期
し
て
い
ま

す
。

　　　　型紙・ミクロの世界
　　　　　　　こ　　　みや　　やす　　たか

人問国宝小宮康孝展
◆と　き　1月11日㈲～15日（月〉午前9時～午後5時（11日は10時開場）

◆ところ　クロス10（3階中ホール）

◆入場料　大人：300円　高校生：100円（中学生以下は無料〉

胸
架
野
窃
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を

　
　
　
　
現
在
、
市
民
課
や
税
務
課
な
ど
の
窓
口
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
設
置
さ
れ
、
住
民
票

　
　
　
や
各
種
証
明
の
発
行
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
効
率
的
な
事
務
処
理
を
目
ざ
し

　
　
　
て
、
昨
年
九
月
に
機
器
の
増
設
を
行
っ
て
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
に
努
め
て
い
ま
す
。

←処理内容の公表→・

市のコンピュータ利用についてより理解し、より

安心していただくため、年り回コンビュータ処理の

内容を公表することになっています。現在、入力さ

れている内容と利用している業務は次のとおりです。

轡住民登録内住民に関して入力されている内容

世帯に関すること二世帯主名．行政区名．学校区￥

　　電話番号、住所￥万書き￥およびそれらの変

　　更年目日等…14項目
個人に関すること＝個人名￥性別、生年月日、筆頭者、

　　本籍地￥前住地、住民となった日等…23項目
選挙に関すること　　　　資格の有無等…9項目

印鑑登録に関すること　　登録　　ノノ

児童手当に関すること一資格　　ノノ

国保に関すること　　　　資格　　ノノ

国民年金に関すること　　資格　　ノノ

退職者医療に関すること一資格　　ノノ

…3ノノ

…3ノノ

…9ノノ

…3刀
…3ノノ

傘住民登録外住民（法人、共有者、死亡者、市外者

等）に関して入力されている内容

個人または法人に関すること＝氏名、名称、事業所￥

　　規模￥種別．資本金￥決算月．設立年月日、

　　住所￥万書き．納税管理人￥共有者等…21項目

轡これらを利用している業務

◆住民票発行◆選挙人名簿．入場券◆人□統計

◆入学児童・生徒の把握と関連業務

◆必要な年齢別名簿の作成（福祉￥保健￥年金等）

◆市・県民税．固定資産税￥軽自動車税および国保

の賦課と収納◆下水道使用料金業務

◆下水道受益者負担金業務

傘そのほかコンピュータ処理している業務

◆上水道・簡易水道料金業務◆市道台帳◆下水道台帳
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議
羅

　
菖
の
、
雪

　　第41回

白い愛の祭典
、

碑
、

2月16曾・17曹・18曹

雪上カーニバル
　2月17日（土）午後6時～7時30分、

城ヶ丘グラウンドで開かれます。

　今年のステージはカンボジアの代

表的な建造物「アンコール・ワット」
　　　　　　　　　　　　とじよう
をモチーフにした「飛躍への都城・
せっか　がらん

雪華伽藍」　（丸山市長命名）で高さ

18m、幅40m、奥行25mのものです。

　歌謡ショーは吉田栄作、佐野量子、

山中かすみ、生稲晃子、少年忍者が

出演します。

雪上バレーボール
　雪の上で楽しめる屋外スポーツ

「スノーフイールドバレー」が、初

登場します。

1窺と　　き　2月18日（日）午前10時～

窺ところ　コミュニティー広場

（十高グラウンド）

窺参加資格　健康な男女で、4人以

上8人以下を1チームとして、男子

の部・女子の部を設けます。

窺参加費　1チーム1，000円（スポ

ーツ傷害保険料を含む）

窟組み合わせ　当日会場で抽選を行

います。

庫表　　彰　優勝・準優勝・3位に

賞状と賞品を、ほかに敢闘賞や参加

賞もあります。

窺申し込み　2月10日（土）までに参加

費を添えて雪まつ髭）事務局へ。

カー＝1バル予約ゾーン

　カーニバル会場に予約ゾーンを設

けます。ただいま受け付けています

ので往復ハガキ（1枚で入場券1枚）

で申し込みください。

團
吉
町
市
本
町
六
の
［

團
ク
。
ス
碍

團□
雪
ま
っ
り
事
務
局
行

〉
往
信

第
4
1
回
雪
ま
つ
り

カ
ー
一
一
バ
ル
予
約
ゾ
ー
ン

　
　
　
申
し
込
み

住
所

氏
名
　
　
電
話

ロ
自
分
の

ロロ
住
所
．
氏
名

〈
返
信

①入場券は「返信用ハガキ、現金1，500

　円」と引き換えで、雪まつり事務

　局でお渡しします。

②定員は1，000人です．ただし、定員

　を超えた場合は抽選をします。

③申し込み締め切りは1月20日（土）必

　着です。

④入場券がなくても会場には入れま

　す。

いっ4ぷく広場
　今年で第6回目になります。休憩

や食事にぜひご利用ください。お得

な食事券もあります。

癒と　　き　2月17日（土〉正午～午後

10時　2月18日（日）午前10時～午後4

時

1電食事券　1枚2，000円（2日間有

効）　食事1品（おにぎり、弁当、

ラーメン、そば、うどん）汁物

（豚汁、チャンコ鍋、けんちん汁）

っまみ1品（ギョーザ、たこ焼き、

焼きとり）　飲み物2品（缶ビール

酒、コーヒー、ミルク）と交換でき

る食事券です。

窟申し込み　1月下旬から雪まっり

事務局で販売します。

ミス雪まつりを募集

窟ミス募集　ミス十日町雪まつり…

1名準ミス十日町雪まつり…2名

繊応募資格　県内在住で満18歳以上

の未婚女性。ただし、高校生は除く。

鐡応募方法　応募申込書に顔と全身

のカラー写真（3カ月以内に撮影し

たものでサイズは問わず。裏面に氏

名を記入のこと）を同封して1月30

日（幻までに雪まつり事務局へ。

窟審査会
　〈予選審査会〉　2月4日（日〉……

　非公開　平服で審査を行い、15名

　を選びます。

　〈本審査会〉　2月18日（日）……

　公開　主催者が用意する着物を着

　用。審査員と会場入場者の投票に

　よりミス、準ミスを選びます。特

　別審査員として河内さくらさん

　（料理研究家）が来市。ご家族、

　友人とお出かけください。

　〈会　　　場〉　クロス10

雪の芸術作品を募集

　①手造セ）A部門（すべて人力によ

る作品）　②手造りB部門（機械力

を使った作品）　③特別部門　④学

童部門になっています。

1窺出品申し込み　1月20日（土）までに

雪まつり事務局へ。

雪像見学ツアーを募集

　バスに乗って雪像めぐりはいかが

ですか。

窺と　　き　2月16日㈹午後6時～

窺発着場所　クロス10

窺参加費　3，500円（おいしいコシ

ヒカリと体が温まる地酒が付き、記

念品もあります）

窺申し込み　雪まつり事務局または

共立観光㈱（盈52－4128）へ。

雪まつ鯉事務局は悪57－3345（ク回ス掬の4階）です

9とおガ夢3平成2年1月10日



初春に400人が健脚を競う
～第11回十日町新雪マラソン大会～

　
一
月
二
日
㈹
、
第
十
一
回
十
日
町
新
雪
マ

ラ
ソ
ン
大
会
（
主
催
　
陸
上
競
技
協
会
・
新

座
地
区
体
育
協
会
）
が
、
十
日
町
中
学
校
を

発
着
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
ス
タ
ー
ト
時
刻
午

前
十
一
時
に
は
晴
れ
上
が
り
、
平
成
二
年
の

ス
ポ
ー
ツ
界
の
幕
明
け
に
ふ
さ
わ
し
い
絶
好

の
マ
ラ
ソ
ン
日
和
と
な
り
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、
最
高
齢
者
桑
原
源
蔵
さ
ん

（
7
4
歳
・
新
座
一
）
を
は
じ
め
、
島
根
県
・
秋
田

県
な
ど
の
県
外
参
加
者
七
十
二
人
を
含
む
四

百
人
が
、
十
五
キ
。
・
十
キ
。
・
五
キ
。
・
三
キ
。
に

健
脚
を
競
い
ま
し
た
。
選
手
は
、
沿
道
の
温

か
い
声
援
を
受
け
な
が
ら
、
各
コ
ー
ス
と
も

全
員
が
完
走
し
、
新
春
に
ふ
さ
わ
し
く
心
よ

い
汗
を
流
し
ま
し
た
。
走
っ
た
後
、
体
育
館

で
豚
汁
を
食
べ
て
疲
れ
を
い
や
し
て
い
ま
し
た
。

④
＋
鷺
讐
鯵
讐
搾
麗
総

　
　
　
　
　
（
小
千
谷
市
）
　
五
キ
。
”
遠
田
政
治
（
埼
玉
県
）
　
三
キ
。

け
松
井
晃
一
（
十
中
三
年
）

欝轟春に辮
白飾の練

交通事故のないまちを目ざして

　　　～交通安全祈願祭～

二
百
二
十
三
件
、

大
幅
に
増
え
ま
し
た
。

五
日
か
ら
三
日
間
交
通
事
故
警
報
を
発
令
し

を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

故
に
つ
な
が
り
ま
す
。
お
互
い
に
注
意
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

　
一
月
五
日
㈹
、
午
前
九
時
か
ら
諏
訪
神
社

で
交
通
安
全
祈
願
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
警

察
署
・
交
通
安
全
協
会
・
交
通
指
導
員
・
市
関

係
者
十
六
人
が
集
ま
り
、
今
年
一
年
の
交
通

安
全
の
お
は
ら
い
を
受
け
ま
し
た
。

　
増
渕
交
通
課
長
さ
ん
（
十
日
町
警
察
署
）

は
「
今
年
こ
そ
は
、
一
人
で
も
事
故
を
起
こ

さ
な
い
、
あ
わ
な
い
よ
う
に
と
祈
り
ま
し
た
。

最
近
は
、
高
校
生
・
ご
婦
人
の
事
故
が
多
い

で
す
。
特
に
気
を
つ
け
て
も
ら
い
た
い
で
す
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
交
通
事
故
は
、
関
係
者
の
努
力
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
年
々
増
え
る
一
方
で
す
。
昨
年
は
、

県
内
で
二
百
七
十
五
人
も
の
多
く
の
人
が
、

尊
い
命
を
失
い
ま
し
た
。
十
日
町
市
で
も
、

　
　
死
者
七
人
、
負
傷
者
二
百
四
十
七
人
と

　
　
　
　
十
日
町
警
察
署
で
は
、
十
月
二
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
事
故
防
止

　
　
　
　
ち
ょ
っ
と
し
た
気
の
ゆ
惹
み
が
事

・幽・、

盤欝
懸欝

’
竸

護

、
薯
孟

灘
簿

　　　　　　　　　　　　い　　　　　　　　　　　禽　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　ち　　　　　　　　た　　　　　　　乙　　　　　　た　　　　　　ゐ　　　　　が　　　勤　　哉編

鷺
講
留
墜

馨〃

●

情
熱
と
好
奇
心
で
ワ
ー
プ
ロ
に
挑
戦

　
病
気
を
し
て
手
が
不
自
由
に
な
り
、

字
が
う
ま
く
書
け
な
く
な
っ
た
の
で
、

リ
ハ
ビ
リ
の
つ
も
り
で
ワ
ー
プ
ロ
を

始
め
た
ん
で
す
。
毎
日
、
毎
日
、
孫
た

根津甲作さん
（稲荷町2・72歳）

ま
　
こ
こ
ろ

ち
か
ら
教
わ
り
な
が
ら
、
キ
ー
ボ
ー

ド
を
た
た
く
練
習
を
し
て
ね
。
そ
の

か
い
が
あ
っ
て
、
む
ず
か
し
い
機
能

も
覚
え
ら
れ
、
段
々
お
も
し
ろ
く
な

っ
て
ね
。

　
昨
年
は
、
わ
た
し
の
生
ま
れ
年

（
巳
年
）
と
平
成
元
年
を
記
念
し
て

小
冊
子
「
石
碑
を
訪
ね
て
（
B
五
版

四
十
八
界
，
）
」
を
編
集
し
た
ん
で
す
。

「
お
年
寄
り
だ
か
ら
」
と
弱
音
を
吐

か
ず
、
情
熱
と
好
奇
心
に
燃
え
、
七

十
の
手
習
い
だ
と
思
っ
て
、
新
し
い

も
の
に
挑
戦
し
て
い
る
ん
で
す
よ
。

生
き
が
い
と
真
心
を
こ
め
縫
い
物
を

　
親
せ
き
や
知
人
に
頼
ま
れ
て
、
綿

入
れ
・
は
ん
て
ん
・
羽
織
を
楽
し
み

な
が
ら
縫
っ
て
い
ま
す
。
金
銭
よ
り

は
、
　
「
生
き
が
い
」
を
求
め
て
縫
っ

福崎リツさん
　　（田麦・75歳）

て
い
る
ん
で
す
。

　
み
　
ば

　
見
栄
え
が
よ
く
、
着
て
喜
ば
れ
る
も

の
を
作
ろ
う
と
思
っ
て
、
力
め
ば
力

む
ほ
ど
う
ま
く
い
か
な
い
ん
で
す
ね
。

針
に
糸
を
通
す
時
は
、
自
分
が
は
が

　
　
　
　
な
ん
　
ぎ

ゆ
い
ほ
ど
難
儀
し
ま
す
。
そ
れ
だ
け

に
出
来
上
が
っ
た
時
は
、
う
れ
し
さ

が
こ
み
あ
げ
ほ
っ
と
す
る
ん
で
す
。

時
間
を
か
け
て
て
い
ね
い
に
縫
っ
て

い
ま
す
か
ら
、
真
心
だ
け
は
伝
わ
る

と
思
う
ん
で
す
。
お
か
げ
さ
ま
で
、

体
だ
け
は
丈
夫
な
ん
で
頑
張
っ
て
い

る
ん
で
す
。

ユ0



気
が
　
会
場
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
昨
年
、

失
わ
れ
ま
し
た
。

お
互
い
に
「
火
の
用
心
」
に
努
め
、

雌
．
遡

岬
　
響

無
火
災
を
願
っ
て

　
　
　
　
消
防
出
初
め
式

　
新
春
恒
例
の
消
防
出
初
め
式
が
、
一
月

六
日
仕
　
午
前
十
時
か
ら
市
民
体
育
館
・

市
民
会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
消
防
本
部

を
は
じ
め
、
十
日
町
・
川
治
・
四
日
町
・

吉
田
地
区
合
同
で
行
わ
れ
、
本
部
署
員
、

各
分
団
員
三
百
三
十
人
が
集
ま
り
、
無
事

故
、
無
火
災
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

　
底
冷
え
の
す
る
会
場
で
は
、
大
き
な
号

令
の
も
と
一
糸
乱
れ
ぬ
、
き
び
き
び
と
し

た
動
作
で
点
検
を
受
け
、
団
員
た
ち
の
熱

十
日
町
市
で
は
一
年
間
に
十
七
件
の
火
災
が
発
生
し
、
貴
重
な
財
産
が

　
　
　
ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意
が
、
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
火
災
の
な
い
ま
ち
に
　
た
し
ま
し
ょ
う

瓢よ脚

ウ
　
棚
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繭謝な皆さんが高柳町へ勉強会

雪
わ
ら
べ
の
会

　
　
　
　
連
絡
先
“
上
村
道
子
さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
畦
麩
6
9
6
）

　
和
紙
人
形
作
り
に
魅
せ
ら
れ
た
皆
さ

ん
が
集
ま
っ
て
、
十
年
ほ
ど
前
に
結
成

し
ま
し
た
。
会
員
は
現
在
、
四
十
代
か

ら
六
十
代
の
女
性
十
三
人
。
代
表
の
上

村
さ
ん
宅
に
月
一
回
集
ま
り
、
夜
七
時

か
ら
十
二
時
こ
ろ
ま
で
、
時
の
た
つ
の

も
忘
れ
て
人
形
作
り
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　
「
和
紙
を
使
っ
て
髪
を
結
っ
た
り
、

着
物
や
帯
の
組
み
合
わ
せ
を
考
え
な
が

ら
作
る
の
が
、
和
紙
人
形
の
ほ
ん
と
う

の
楽
し
さ
な
ん
で
す
よ
」
と
代
表
の
上

村
さ
ん
。

　
会
員
の
皆
さ
ん
は
、
和
紙
人
形
を
作

る
だ
け
で
な
く
、
和
紙
の
つ
く
り
方
や

染
の
実
地
体
験
に
も
出
か
け
る
勉
強
熱

心
な
皆
さ
ん
で
す
。
ま
た
、
機
会
が
あ

る
と
展
覧
会
に
も
出
か
け
て
、
次
の
作

品
に
生
か
す
努
力
も
し
て
い
ま
す
。
す

ば
ら
し
い
作
品
が
認
め
ら
れ
、
今
年
の

春
に
県
庁
物
産
コ
ー
ナ
ー
に
出
展
い
た

し
ま
し
た
。

　
一
枚
の
平
ら
な
紙
を
、
は
し
を
使
っ

て
立
体
的
な
作
品
に
作
り
あ
げ
る
。
同

じ
材
料
で
同
じ
人
形
を
作
っ
て
も
、
そ

の
人
ら
し
さ
、
そ
の
人
の
性
格
が
人
形
に

出
る
そ
う
で
す
。
　
「
思
い
ど
お
り
の
作

品
が
出
来
た
と
き
の
喜
び
は
、
は
か
り

し
れ
ま
せ
ん
」
と
会
員
の
熊
木
さ
ん
。

　
日
本
伝
統
の
き
も
の
と
女
の
し
と
や

か
さ
を
和
紙
人
形
に
託
す
皆
さ
ん
で
す
。

　　　　　　鴎　　麟嬉
鰯
　

一
羅
難

　
　
　
　雛

　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　ち　　　　　　　　し　　　　　　　ナニ　　　　　　わ　　　　　！　　　　身
　　　饗
　　　！

　
は
じ
ま
り
は
約
二
年
問
の
話
し
合
い

　
昭
和
五
十
五
年
ご
ろ
か
ら
約
二
年
間
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

毎
月
十
日
に
集
会
所
で
酒
を
酌
み
交
わ

し
、
　
「
自
分
た
ち
の
住
ん
で
い
る
地
域

が
親
し
ま
れ
、
愛
さ
れ
る
に
は
ど
う
し

た
ら
よ
い
か
」
と
話
し
合
い
を
続
け
て

き
ま
し
た
。

　
こ
れ
が
き
っ
か
け
で
、
五
十
七
年
に

　
ぽ
く

親
睦
を
目
的
に
南
友
会
が
結
成
さ
れ
ま

し
た
。
会
員
は
四
十
八
人
で
、
南
鐙
坂

（
世
帯
数
九
十
六
戸
）
に
住
む
三
十
歳

か
ら
四
十
五
歳
ま
で
の
働
き
盛
り
の
人

ば
か
り
で
す
。

　
出
会
い
と
ふ
れ
あ
い
が
生
ま
れ
る
場

　
主
な
年
間
行
事
を
紹
介
し
ま
す
と
、

早
朝
マ
ラ
ソ
ン
、
早
朝
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

地
区
民
運
動
会
、
盆
踊
り
　
諏
訪
ま
つ

り
の
仮
装
行
列
、
納
涼
大
会
、
ボ
ウ
リ

ン
グ
大
会
、
秋
ま
つ
り
、
忘
・
新
年
会
、

雪
ま
つ
り
な
ど
で
す
。

　
諏
訪
ま
つ
り
の
仮
装
行
列
は
、
ユ
ニ

ー
ク
な
出
し
物
で
、
見
物
客
の
人
気
の

的
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
ま
つ
り
に

参
加
以
来
、
四
年
連
続
で
ト
ッ
プ
に
輝

き
、
そ
の
こ
と
が
地
域
を
盛
り
上
げ
る

結
果
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
　
地
域
こ

ぞ
っ
て
の
秋
ま
つ
り
は
、
演
芸
大
会
が

中
心
で
す
。
芸
達
者
の
老
若
男
女
が
、

自
慢
の
珍
芸
を
披
露
し
て
会
場
を
わ
か

せ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
多
彩
な
活
動
は
、
周
辺

地
域
に
も
こ
だ
ま
し
て
　
　
　
　
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
深
め
る
か
け
橋
に
も
な
っ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
会
員
自
ら
も
活
動
を
通
し
て

「
ど
こ
の
だ
れ
か
も
知
ら
な
い
人
を
、

知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
気
軽
に
参
加

し
て
い
ま
す
」
と
、
ま
さ
に
活
動
が
活

発
に
な
る
に
つ
れ
て
、
　
「
出
会
い
と
触

れ
合
い
」
が
着
実
に
実
を
結
ん
で
い
ま

す
。　

こ
れ
ま
で
に
歴
代
の
会
長
六
人
が
、

よ
く
道
つ
け
を
し
て
く
れ
た
こ
と
を
生

か
し
な
が
ら
、
　
「
自
分
た
ち
の
地
域
が

ま
と
ま
る
こ
と
が
一
番
だ
」
を
、
モ
ッ

ト
ー
に
パ
ワ
ー
は
全
開
し
て
い
ま
す
。

ユユとお』げ夢，3平成2年1月10日
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　　　（株式会社）当間高原リゾートは昨年2月に設立

　　され、数回にわたり説明会や講演会を開いて、わた

したちにその内容を教えてくれました。十日町市の活性化

の一役を担うリゾート開発も、施設の内容や環境・用地

問題など、市民や地権者の理解を得て進めていってもら

ぐ　　　　　　　　’　いたいと思います。

　　　　　　　　　　用地取得の説明会も、昨年秋

　　　　　　　　　から進めているようですが、リ

　　　　　　　　　ゾート全体について、担当して
　　　　　　　　翻いる地域開発室の皆さんの今後

　　　　　　　　　の取り組みについてお尋ねいた

　　　　　　　　　します。

富井正巳さん　（馬場1）

　　　　「産・学・住・遊」の機能を備えたリゾート都

　　　市建設を目ざして

　地域開発室がリゾート事業を担当しています。

　この事業を進める理由は①十日町市の経済の活性化が

図られます。②公共施設（道路、下水道、上水道等）の

整備が進み、市民の利便性が向上します。③リゾートの

　ρ’

、●
r
●

わたしたちの

　
劫

校
辮

　
徒

学
准

　
長

ト
校

ノ
ら
宣

　
礎
暁

西
島

　
僑

6年大島＿嘉くんよき伝統づくりを
　　　　　　　　　　　　　　　目ざして

　
ぼ
く
た
ち
の
学
校
は
、
ま
だ
開
校
し

て
か
ら
十
五
年
と
い
う
市
内
で
も
、
一

番
若
い
学
校
で
す
。
し
か
し
、
ほ
か
の

学
校
に
負
け
な
い
く
ら
い
、
い
ろ
い
ろ

な
面
で
す
ば
ら
し
い
成
績
を
残
し
て
い

ま
す
。

　
そ
の
中
で
も
発
明
工
夫
に
つ
い
て
は
、

学
校
の
伝
統
と
し
て
ひ
き
つ
が
れ
、
今

年
も
学
校
賞
を
も
ら
い
ま
し
た
。

　
運
動
面
で
は
、
今
年
野
球
部
の
「
青
葉

チ
ー
ム
」
が
十
日
町
で
初
め
て
中
越
・
新

潟
県
大
会
で
優
勝
し
て
全
国
大
会
に
出

場
し
た
こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
全
校
で
毎
週
月
・
水
・
金
曜

日
の
二
十
五
分
休
み
を
青
葉
タ
イ
ム
と

し
て
、
五
分
間
マ
ラ
ソ
ン
や
な
わ
と
び

な
ど
を
し
て
い
ま
す
。
ほ
か
に
も
一
輪

車
や
ボ
ー
ル
運
動
な
ど
で
も
遊
ん
で
い

中心は第3次産業ですから、多くの雇用が見込まれ若者

の定着が可能になります。大きく分けて以上の3点です。

　これらの効果がより具体的になるよう、現段階では、

リゾート開発対象地域の地権者の皆さんとの話し合いと、

今までの構想を更に検討を加え、実現可能な計画づくり

に取り組んでいます。

　いま行政として一番重点をおいているのは、土地所有

者の皆さんのご理解とご協力をいただくことです。その

ため、地元の促進委員会を中心にある程度の時間をかけ

て、じゅうぶんな話し合いをしていくことにしています。

地権者の理解が得られるよう努力したいと思います。

　リゾート開発計画の主体は第3セクター（株式会社当

間高原リゾート）ですが、計画の策定に当たっては市民

や行政の意見を聞きながら取りまとめ、本年4月以降に

公表できる予定です。単なる遊びと滞在の施設整備や運

営だけではなく、「産・学・住・遊」の機能を備えた「新

たなライフスタイルを構築する」まちづくりを目ざし、

新たな産業としてのビジネスの可能性を生む生活産業圏

計画を考えています。

　これらの担い手は、地元住民、専門家、都市生活者、企業

であり、これらの人々が保養、研修、交流、研究、開発、

指導、創作、商品化などができる施設や運営、サービス

を考えています。

　これらの開発と同時に、このリゾート開発をインパク

トとして十日町市全体に経済、文化などの波及効果をも

たらす手法を、専門のコンサルタントに調査委託してい

ます。本年3月までには、その内容がまとまる予定にな

っています。

　現在、検討している地域別の振興策は、構想段階のも

のです。実現までには各地域住民の皆さんとじゅうぶん

に話し合っていかなければならないと考えています。市

民の皆さんのご理解とご協力をお願いいたします。

　　　　　　　　　　　　　　　　（地域開発室）

　この欄「声」では、皆さんのところにお

伺いして市役所の仕事などでわからないこ

とや疑問点について担当課でお答えします。

　また、係では近所の話題、市に対する提

言、こ意見も受け付けていますのでこ連絡

ください。

幽連絡先／総務課文書広報係
　　（盈57－3111内線213・214）へ。
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。
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。
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シ
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リゾートセミナー
　「マイ・ライフ・リゾート新潟」整備

推進協議会では、リゾートによる地

域の活性化について理解を深めるた

め、講演会を開きます。多くの皆さ

んの参加をお待ちしています。

■と　き　1月20日（土）午後1時～4

　時50分

■ところ　六日町総合文化会館（六

　日町大字六日町865番地）

■講　師　藤原まり子（博報堂生活

　総合研究所客員研究員）／演題

　「今後のリゾートライフを考える」

　佐藤升亮（岩手県二戸郡安代町商

　工観光課長）／演題「リゾート開

　発と地域の活性化」

■問い合わせ　地域開発室（盈内線

　218・219）へ。

国の進学ローン
■融資額　進学者一人100万円以内

■利　率　年利6．2％（変動制）

■融資期間　5年以内（毎月元利均

等返済）

■対象高校・大学などに進学す

　るために資金が必要な人

■保証人　一人以上

■問い合わせ　国民金融公庫長岡支

店（智0258－36－4360）または十

　日町商工会議所（盈57－5111）へ。

スキーバッジテスト

　十日町スキークラブでは、全日本

スキー連盟公認のバッジテストを行

います。多数参加ください。

■と　き　1月28日（日）受付：午前9

　時／開会式：9時30分

■ところ　清津スキー場（各自現地

　に集合してください）

■申し込み　1月27日（土）までに十日

　町スキークラブ本部（ホンマ科学

　智57－2493）へ。

罐）体育施設への駐車
（市民体育館・総合体育館・武道館）

①利用者以外の人は駐車しないこと。
　　　　　じゃ　ま
　除雪作業の邪魔になります。

②駐車の際は、屋根からの落雪に注

　意すること。

1月の無料開放日は
　　　27日（土）です

平成2年度市奨学生を募集します
教育委員会では「平成2年度十日町市奨学生」を募集します。

■応募資格　平成2年度に高等学校、高等専門学校、専修学校、短期大学、大

学に進学予定か在学中で、次に該当する人です。

①市内に3年以上住んでいる世帯の子弟　②学業成績が優秀と認められる人

③経済的な理由で学資の支払いが困難な人　④心身ともに健全な人

■奨学金の月額（採用予定者数）

　〉高等学校……7，000円（10人）　〉高等専門学校……10，000円（2人）

　〉専修学校……〈市内＞10，000円・＜市外＞15，000円（3人）

　〉短期大学・大学……25，000円（12人）

■貸与期間　本年4月から在学する学校の最短修業年限の終わりまでです。

■提出書類①奨学金貸与願書②在学学校長の推薦書③成績証明書④戸

籍謄本と住民票謄本　⑤医師の健康診断書　⑥世帯所得証明書（63年度分）

■申し込み　2月28日㈹までに教育委員会学校教育課（智内線324）へ。願書も

同課にあります。3月下旬に奨学生を決定し、本人に通知します。

（壷藝華）世界農林業センサスにこ協力ください

　農林水産省では、2月1日現在で全国の農家、林家などを対象に「世界農林

業センサス」を実施します。

　この調査は、全国の農家、林家など農林業を営む事業体のほか、農業サービ

ス事業体および農業集落のすべてを対象として行う極めて大規模な調査です。

「農林業に関する国勢調査」ともいうべき大切な調査です。調査の結果は、国

や地方公共団体をはじめ各方面で農林業施策推進などの基礎資料として広く利

用されます。1月下旬から調査員がお伺いして、農林業の経営状況などをお尋

ねしますので、ご協力をお願いします。

　なお、調査し々事項は、統計を作成するためだけに使われるもので、個人の

課税などその他の目的に使うことは法律で固く禁じられていますから、ありの

ままお答えください。

■問い合わせ　総務課文書広報係（盈内線516）へ。

函センサスで築け未来の農林業

　　第19回市民スキー選手権大会

①小学3年男女（2km）②4年男女（3km）③5・6年男子（5km）④5・

　6年女子（3km）⑤中学男子（10km）⑥中学女子（5km）⑦小学リレー男子

　（12km）⑧小学リレー女子（9km）⑨中学リレー男子（12km）⑩中学リレー

女子（9km）

■参加料　小・中・高校生：200円、一般：500円（申し込み時に納入）

■表　彰　優勝者にメダル、6位までに賞状を授与します。

■申し込み　1月26日㈹正午必着で市民スキー選手権大会事務局（総合体育館

　内盈52－4377）へ。

　　クロスカントリースキー講演会・実技指導会
※1月28日（日）実技指導会の会場がr西小学校グラウンド」に変更になりました。
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公営住宅入居者募集

圃田川市営住宅（中層耐火3階建て）

　レ募集二！戸（6畳2室、5畳、

　DK）

　〉家賃二25，000円

囹新座県営住宅（中層耐火3階建て）

　〉募集＝1戸（6畳、4．5畳）

　〉家賃二12，100円

■申し込み　1月25日休）までに建設

　課建築住宅係（暦内線266）へ。

心の健康相談
■と　き　1月23日（火）午後1時30分

　～3時

■ところ　十日町保健所

■担当医　江口医師（中条病院）

■申し込み　十日町保健所（盈57－

　2400）または保健衛生課保健衛生

　係（暦内線138）へ。

断酒のつどい
目と　き　1月26日（金）午後1時30分

　～3時

■ところ　十日町保健所

■申し込み　十日町保健所（費57－

2400）または保健衛生課保健衛生

係（費内線138）へ。

厚生年金・国民年金受給者の皆さんへ

～平成元年4月にさかのぽって年金額引き上げ～

　昨年12月に年金法が改正され、平成

元年4月にさかのぼって、年金額が引

き上げられます。

　厚生年金・国民年金とも既にそれぞ

れ平成元年11月、12月に前月までの月

分の年金額が支払われています。平成

2年2月の支払いでは、前回の支払い

　㎜賃㎜慨幅幅’幅幅幅繭弩iii

　　　新年金の支払日　　1
　　　　　　　　　　　　　　　葦
　　　　　　　　　　　　　　　の　　◎厚生年金二2月1日休）　l
l　　　　　　　　　　　　葦

i萎 　　◎国民年金＝2月15日休）　筆

　　　　　　　　　　　　　　　ド　（ただし、厚生年金のうち郵便葦
　　　　　　　　　　　　　　　葦

繍漁燦饗漂瓢鉱／
以降の月分の新年金額と4月から既に支払い済みの月分までの差額が支給され

ます。なお、受給者それぞれによって違いはありますが、2月に支給される老

齢年金の年金額は、おおよそ次のようになります。

〉例……厚生年金（1目法）で月額

　　　約135，000円受給している場合

　・新年金額（月額）：約140，000円

　・差額（月額）：約5，000円

　・2月に支払われる額：455，000円

　（新年金3ヵ月分＋差額7ヵ月分）

■問い合わせ

〉例……国民年金（1日法）で月額

　　　約30，000円受給している場合

　・新年金額（月額）：約31，000円

　・差額（月額）：約1，000円

　・2月に支払われる額：約71，000円

　（新年金2ヵ月分＋差額8ヵ月分）

市民課年金係（盈内線144・145）へ。

交通安全キャンペーン

囹踏切では、一時停止と安全確認を！

　冬場は、雪により見通しが悪くな1）ます。

踏切では、必ず一時停止をして左右の安全

と警報機を

確認してから

ら発進しま

しょう。

◎グ僕

一冨
グ1言　　　4

＼

　　｝λ　　　　　　2

撹

6

12月中の交通事故発生状況oは累計

市　町　村 発生件数 負傷者数 死者数

十日町市
平成元年 25（223） 30（247） 0（7）

昭和63年 14（146） 18（177） 1（5）

川西町
津南町
中里村

平成元年 10（100） 12（117） 0（5）

昭和63年 8（70） 11（90） O（3）

計
平成元年 35（323） 42（364） 0（12）

昭和63年 22（216） 29（267） 1（8）

点で、40歳の女性が運転する軽四輪貨物車

と64歳の男性が運転する原付バイクが出会

いがしらに衝突し、バイクを運転していた

老人が足を骨折する重傷を負いました。

安全確認をいたしましょう！

　　　障害者雇用継続助成金制度
　　　　在職中に障害者となられた皆さんの

　　　　　　　　　　　　　雇用の安定にお役に立ちます

　在職労働者が、労働災害・交通事故などのために中途障害者とな1）、障

害のために離職を余儀なくされる場合が少なくありません。

　「障害者雇用継続助成金制度」は、事業主の皆さんにこの雇用の継続を

図るための経済的負担の軽減について、お手伝いするものです。

　中途障害者のために、作業施設や設備の設置・改善をしたり（賃借も含

む）職場復帰に当たって職場に適応させるための措置を行う場合に、助成

金を支給する制度です。

1．中途障害者作業施設設置等助成金

　①第1種中途障害者作業施設設置助成金（施設の設置費・整備費）

　◎支給額二設置・整備に要する費用の％

　　1人当たり限度額＝250万円　1事業所年2，500万円が限度

　②第2種中途障害者作業施設設置助成金（施設・設備の賃借費）

　◎支給額＝賃借する費用の％　月額20万円を限度に3年間助成

2．重度中途障害者職場適応助成金

　（障害等級が1・2級に該当する障害者、または45歳以上の中途障害者）

　◎支給額＝重度中途障害者など1人につき、月3万円を3年間を限度に

　　支給されます。

■問い合わせ　（祖新潟県雇用開発協会（ao25－241－3123）または十日町

　公共職業安定所（盈57－2407）へ。

「環境と文化に関する意見』を募集
　　　　　　　　環境と文化に関する「目安箱」

　環境庁では、環境と文化の問題について日ごろ感じていること、考えて

いることを募集しています。皆さんからお寄せいただいた意見を「環境と

文化に関する懇談会Jに反映いたします。

■応募方法　手紙またはハガキで、2月末日までに応募ください。

■応募先　環境庁「環境と文化」係（〒100東京都千代田区霞が関1－2－2

　　　　　盈03－580－1373・1374）へ。
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江
戸
勧
進
相
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、
近
代
大
相
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へ
と
か
わ
る
中
で
、
一
代
の
名
行
司

と
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名
な
木
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が
、
十
日

町
の
出
身
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、

・
広
く
知
ら
れ
て
い
ま
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瀬
平
は
本
名
を
正
蔵
と
言
い
ま
し

た
が
、
行
司
に
な
っ
て
か
ら
は
庄
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を
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乗
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て
十
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後
、
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跡
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木
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瀬
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が
、
相
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に
特
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い
る
わ
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名
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に
、
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の
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献
し
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言
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き
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役
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平
だ
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瀬
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た
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に
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瀬
平
の
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大
相
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で
興
行
さ
れ

る
際
は
、
本
場
所
と
同
じ
よ
う
に
、

故
実
に
基
づ
く
土
俵
作
り
が
許
可
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。
大
正

初
期
ま
で
、
こ
う
し
た
土
俵
が
許
さ

れ
た
の
は
、
東
京
・
熊
本
・
京
都
・

大
阪
・
十
日
町
だ
け
で
し
た
。

　
数
々
の
業
績
を
遺
し
た
瀬
平
も
、

病
に
は
勝
て
ず
、
嘉
永
七
年
三
月
二

十
三
日
に
世
を
去
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
子
角
二
郎
が
、
後
に
松
翁
の
称
号

を
名
の
っ
た
十
五
代
木
村
庄
之
助
に

な
っ
た
こ
と
も
有
名
な
話
で
す
。
な

　
　
　
　
　
　
　
ノ

お
、
現
在
の
年
寄
り
木
村
瀬
平
は
、
元

前
頭
九
枚
目
の
清
の
盛
が
継
ぎ
、
木

瀬
部
屋
と
し
て
今
日
に
い
た
っ
て
い

ま
す
。

獺

鑛
欝
難
澱

，
擁
難
灘
難
羅
．
雛
灘
撒
響

姦
翻
講
鞭
鞭

　
　
　
　
　
　
　

灘
講
鑑
雛
灘
灘
議
羅
灘
馨

鋒
縫
難
難
譲
撚
灘
㎜
∞
灘
襲
灘
霧
灘

議
霧
簿
獺
舞
霧
駿
繕
鑛
灘

　
燕
灘
灘
懸
叢
鎌
・
瀬

　
　
．
灘
灘
薩
誕

毒駿
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冬
場
の
郵
便
集
配
業
務
に

　
　
　
　
　
携
わ
っ
て
二
十
六
年

　
　
　
水
落
吉
一
さ
ん

　
　
　
　
　
（
漉
　
野
・
5
9
歳
）

　
昭
和
三
十
九
年
か
ら
二
十
六
年
間
、

魚
沼
中
条
郵
便
局
の
冬
期
請
負
人
と

な
っ
て
、
東
下
組
地
区
の
郵
便
物
の

集
配
業
務
を
や
っ
て
い
ま
す
。
現
在

は
、
妻
の
ク
ラ
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に

夫
婦
そ
ろ
っ
て
二
子
、
願
入
、
慶
地
、

平
の
四
部
落
を
受
け
持
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
仕
事
に
携
わ
っ
て
水
落
さ
ん

が
四
代
目
。
九
十
六
年
も
の
長
い
間

水
落
さ
ん
宅
で
は
、
東
下
組
地
区
の

郵
便
業
務
に
貢
献
し
て
き
ま
し
た
。

　
「
無
雪
に
な
る
前
は
、
懐
中
電
灯

と
に
ぎ
り
飯
だ
け
は
離
せ
な
か
っ
た

ん
で
す
。
表
層
な
だ
れ
に
あ
っ
た
り
、

齢糖妙自然

道
に
迷
っ
た
り
と
危
険
な
め
に
あ
い
、

何
度
も
や
め
よ
う
か
と
思
い
ま
し
た
」

と
、
つ
い
こ
の
間
の
こ
と
の
よ
う
に

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
最
近
は
、
道

路
が
良
く
な
り
、
ほ
ん
と
う
に
楽
に

な
っ
た
そ
う
で
す
。
　
「
自
分
の
代
で

終
わ
り
で
す
が
、
体
の
丈
夫
な
限
り

夫
婦
仲
良
く
続
け
て
い
き
ま
す
」
と

決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
郵
便
業
務
を
や
る
か
た
わ

ら
、
市
の
観
測
補
助
員
と
な
っ
て
十

五
年
間
一
日
も
か
か
さ
ず
気
象
観
測

を
続
け
る
、
ま
じ
め
で
頑
張
り
屋
の

水
落
さ
ん
で
す
。

ぎ
ま
し
た
。

を
迎
え
た
今
も
刻
々
と
変
化
し
て
い
ま

す
。　

市
で
も
、
リ
ゾ
ー
ト
開
発
、
北
越
北

線
、
大
好
き
十
日
町
会
の
発
足
な
ど
昨

年
に
ま
し
て
多
く
の
課
題
を
抱
え
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
す
。
こ
れ
ら
が
、
う
ま
く
新
し
い
時

代
の
波
に
乗
れ
る
か
ど
う
か
は
、
市
民

の
英
知
を
集
め
た
対
応
と
、
行
動
に
か

か
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
だ
け
に
、
あ
ら
た
め
て
広
報
・
広
聴

の
重
要
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。
発
行
し

た
広
報
紙
が
「
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め

ら
れ
て
い
る
か
」
広
報
マ
ン
に
と
っ
て

は
、
寄
せ
ら
れ
る
皆
さ
ん
の
反
応
が
最

大
の
励
み
と
な
り
ま
す
。

　
今
年
も
皆
さ
ん
の
声
を
、
よ
り
い
っ

そ
う
大
切
に
し
て
、
お
互
い
の
考
え
方

や
気
持
ち
が
通
じ
あ
え
る
紙
面
づ
く
り

に
心
が
け
た
い
と
思
い
ま
す
。
　
　
⑳

　
　
　
　
明
け
ま
し
て
お

一
．
　
　
め
で
と
う
ご
ざ
い

＝
『
　
　
ま
す
。
平
成
の
時

…
　
　
代
に
な
っ
て
、
ち

　
　
　
ょ
う
ど
一
年
が
過

国
内
・
外
情
勢
は
、
新
年
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、
　
、
う
ー
　
　
　
　
　
　
　
ん
　
　
　
　
ん

⑭キズこ
、

　山地によく見られる落葉高木で

す。幹は直立して高さ10mに達し、

枝が輪状に出て横に広がるという

独特な樹形をしています。年に1

度主幹が伸びるので、階層を数え

れば樹齢を推定できます。

　若い枝は冬に赤く変色して目立

っので、小正月のまゆ玉（餅やだ

んご）を飾るのに用いられ、だん

ごの木の名で親しまれています。
　　　　　なりわいぎ
　小正月の生業木として利用され

ますが、5～6月ころ、たくさん

白い花を枝先につけた様子も初夏

の山野を代表する樹木です。

市の木き

市の花山

ヱ6




